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                           法人名 11. 森とでんえん倶楽部      

１ 助成対象事業 

事 業 名 新宿区在住小中学生のための高尾山自然体験教室 

事業種別 （Ａ）         既存事業       ○新規事業  

この事業に対し他の助

成の有無   （Ｂ） 
( 申請中のものを含
む。 )  

  有  ○無 
有の場合は助成団体及び助成額 
団 体： 
助成額：          ０円    

事業実施地域及び会場

（Ｃ） 
明治の森 高尾国定公園自然休養林日影沢園地 
林野庁高尾森林センター ウッディハウスハウス愛林館 

スケジュール 
（実施期間等） 
（Ｄ） 

10 月 1日（土）草木染め 草笛体験 植物観察 
9:00～ 15:30  高尾森林センター愛林館をベースに体験活動 

       参加者50人（児童生徒30人）講師 2 人 

インストラクター 7 人 事務局 3 人 

12月 3 日（土）炭焼き 火起し 草笛体験 植物観察      

9:00～ 15:30  高尾森林センター愛林館をベースに体験活動 
       参加者、講師、インストラクター、事務局同上 

①区民ニーズの

把握状況 
（それは、どの

ように把握し

たかを含

む。） 
  （Ｅ－１） 

私たちを取り巻く環境に目を開き、児童生徒の成長に応じた知識

や行動力を発揮することが求められています。自然の摂理に生か

されている人や生物の実体を森の自然を通して知り、環境の課題

を認識していくことの大切さを各メディアが論調しています。楽

しい森林体験を通して、空気・水・緑の大切さと保全への知識や

行動力を養う自然体験活動の必要性を痛感し、児童生徒を対象

に、その保護者も含め、家族で体験する野外活動を用意しまし

た。昨年、試みに始めた自然体験教室が参加した子どもや家族の

期待にマッチしたものであったことを確認しています。（別紙報

告書添付） 
②対象者等 

( 区 民 等 が 享
受 す る 予 想 利

益 、 区 民 等 に

も た ら さ れ る

利 益 等 に つ い

て 具 体 的 に 記

入 し て く だ さ

い 。 ）  

 （Ｅ－２） 

・対象者 

 新宿区在住小中学生とその家族 

・区民等が享受する予想利益の具体的内容等 

 草木染めや炭焼きを家族で楽しみ、自然の持つふしぎな力に感

動する活動を通して家族のきずな、人と自然、他人との協調を

認識しあいます。結果的にはお互いに区民としてのコミュニテ

ィ意識の涵養に役立つものと期待しています。 

活
動
概
要 

③地域の人たち

の事業への係

わり方 
（ ボ ラ ン テ ィ ア

活動の主体が児童生徒であるため、安全とスムーズな運営に特段

の留意が必要です。そこで区内の市民、各種団体、企業のご支援

を頂き、管理運営補助者として協力いただきたいと願っていま

す。 
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 と し て 参 加 す る

等 、 ど の よ う に

地 域 の 人 が こ の

事 業 に 参 画 す る

こ と が で き る か

を 記 入 し て く だ

さ い 。 ）  

（Ｅ－３）  

 

 

 

 

 

①活動内容詳細 
※必要に応じ

て、図表、地

図、イラス

ト、写真等を

添付し、又は

印刷物等の資

料を提出して

いただいても

結構です。  
  （Ｆ－１） 

「草木染め」（ 10 月 1日） 
 （新規取り組み事業） 
  高尾森林センター愛林館を会場にして木綿のハンカチにスギ

の皮から抽出した染料を使い染め上げます。 
  併せて、草笛体験、植物観察をインストラクターの解説で進

めます。 
「炭焼き」（ 12 月 3日） 
 （昨年も実施） 
 2基の窯を使い、材料の詰め込み、点火、送風、取り入れ口封
鎖、取り出し、分配を体験者の手で行います。 
併せて花炭づくり、草笛体験、植物観察を行います。 

②必要とされる

人員、設備等  
（Ｆ－２） 

全体管理者（森とでんえん倶楽部） 3人 
指導講師 2人 
森林インストラクター 7人 
支援ボランティア 3～ 5人 
染色設備 1基 炭窯 2基 

具
体
的
な
活
動
内
容 

③実行体制、必

要な人材の確

保のめど等 
 （Ｆ－３） 

講師 森林センター関係指導員手配済み 
インストラクター 森林インストラクター東京会と連携 
支援ボランティア 東京ゼロックス社の支援を予定 
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④期待される成

果（地域にも

たらす具体的

効果） 
 （Ｆ－４） 

小中学生とその家族が心を通わせながら一つの体験活動に取り組

むことはそれぞれの居場所を心に刻む良い体験と信じています。

空気、水、緑の存在を環境課題としてとらえ、人と自然、家族の

きずな、人と人の関係を同時的に認識しあう体験活動を通して、

現代のコミュニティ作りに貢献したいと願っています。 

児童生徒が成長して大人になった時、間違いの少ない社会生活を

選択する知識、能力を身につけることへ、ささやかながら役立つ

教室になることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


